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【要旨】
本論文では、青少年の組織キャンプで使われる生活技術の習得時期と日常生活で
使われる生活技術の習得時期の関係を分析する枠組を提出しその有効性を事例で検
討した。枠組は、生活技術を生活の機能的領域で捉える軸と、生活技術の習得時期
を捉える軸を組合せるもので、どのような生活技術がどのくらいの時期に習得され
ているかを分析しようとするものである。この枠組を事例で検討すると、キャンプ
で使われる生活技術のほとんどがキャンプ経験約４年以内に習得され、日常生活で
使われる生活技術の習得時期はキャンプ経験約３年以降に集中している。

1．目的
本論文は､青少年の組織キャンプ（以下、キャンプと表記）で使われる生活技術の習得
時期と日常生活で使われる生活技術の習得時期の関係を解明するための分析枠組を提出し
て、その有効性についての検討結果を提示しようとするものである。
1998年、1999年には、(1)キャンプで使われる生活技術は、事前に計画されたキャンプ

活動を実施しながら習得されるが、その活動はどのような活動であるのか、(2)(1)の活動
で使われる生活技術は、実際にはどの程度うまく行使されているか（これを生活技術の遂
行状況と呼ぶ)、という二点について事例で検討を行ったが、(１)については、衣食住を満
足させる活動などの生物的機能維持を目指す活動にウエイトが置かれており‘)、(2)につ
いては、食事に関する生活技術の場合、準備や備えに関する生活技術の遂行状況が最も低
くなっていた刀。
しかし、これまでの検討では､衣食住を満足させるのに使われる生活技術の遂行状況は、

キャンプ活動の中でキャンプで使われる生活技術を繰り返し用いて習得していくことで高
くなるのか、キャンプに参加するまでに日常の生活技術を習得することで高くなっている
のかなどがまだ分からない。また、キャンプ効果の面から、キャンプで使われる生活技術
を習得することによって、日常生活で使われる生活技術のうち何か習得されたものがある
のかどうかについても未検討である。
これらのことを明らかにするには、キャンプで使われる生活技術習得と、日常生活で使

われる生活技術習得の影響関係を明らかにする分析枠組を提出し、それを用いた分析を行
う必要があるが、今回は影響関係までは取り上げず3)、差し当たり今回は、キャンプで使
われる生活技術の習得時期と日常生活で使われる生活技術の習得時期の関係を分析するた
めの枠組を提出して、その有効性の検討結果を提示することにしたい。
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2．研究方法
前述の目的を達成するために、今回は、キャンプ・日常生活で使われる生活技術の習得
時期を分析する枠組を試案として提出して、その有効性を事例を用いて検討することにし
た。有効性の検討にあたっては、キャンプの継続的参加者のキャンプ・日常生活で使われ
る生活技術の習得時期を事例に用いるが、そのデータ収集のために第１表のような調査を
行った。

第１表調査の概要

調査内容：キャンプで使われる生活技術の習得時期、日常生活で使われる生活技術の習得時
期、属性（学年・性)、キャンプ参加歴、他
調査対象：キャンプの継続的参加者
被調査者：キャンプ指導者団体Ｓ主催事業の継続的参加者4）
被調査者の抽出方法：有意抽出法
（第一段階）２０００年および２００１年に実施された主催事業参加者のうち、キャンプの継続的
参加者１６名を抽出した。
(第二段階)第一段階で抽出したキャンプの継続的参加者の野外炊事等の作業場面を観察し、
キャンプで使われる生活技術を身につけている者３名を有意抽出した。
調査方法：面接法（自由面接法）
調査日および場所：
（第１回調査)2001年１０月１４日、アイセル２1(静岡市中央公民館・女性会館）
（第２回調査）2001年１０月２７日、富士宮市市民文化会館
（第３回調査)2001年１０月２８日、被調査者の自宅
被調査者のプロフィール
第１回調査被調査者（以下、被調査者A):高校２年生・女子、キャンプ初参加は1995年
第２回調査被調査者（以下、被調査者B):高校３年生・女子、キャンプ初参加は1995年
第３回調査被調査者（以下、被調査者C):中学３年生・男子、キャンプ初参加は1997年

3．研究結果と考察
まず、今回提出する枠組は、第２表のように、生活技術を生活の機能的領域で捉える軸
（表側）と、生活技術の習得時期を捉える軸（表頭）を組合せるものである。

第２表キャンプ・日常生活で使われる生活技術の習得時期の分析枠組
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この表で、表側を生活技術を生活の機能的領域で捉える軸にするのは、これまでに提出
した分析枠組と同じ考え方で生活技術を捉えておく必要があるためで（具体的な項目は第
３表を参照），、表頭のような時期の軸を設定するのは、キャンプで使われる生活技術が
習得されてから日常生活で使われる生活技術が習得されるのか、キャンプで使われる生活
技術の習得の前に日常生活で使われる生活技術の習得があるのかを捉える必要があるため
である｡。この枠組を用いると、どのような生活技術がどのくらいの時期に習得されてい
るかを捉えることができると考えられるが、それを事例で説明しながら枠組の有効性につ
いて検討しようと思う。
事例については、研究方法で述べたように、キャンプの継続的参加者を対象に調査を行
ったが、第４表はその調査結果をまとめたものである刀。その見方について、表中のM.19
「作業の段取りの決め方（炊事)」を例に説明しよう。この生活技術は、生活の機能的領
域でみれば､生物的機能維持の領域の衣食住に関する日常的な物質的満足のためのもので、
炊事の仕方の一部の生活技術で、炊事に関する作業の段取りの決め方である。「キャンプ
で使われる生活技術(a)」の中の「習得者・習得の時期」の欄には、「A2001年頃（高2)」
と「B1995年頃（小6)」となっている。これは、「作業の段取りの決め方（炊事)」につ
いて、被調査者Ａは2001年頃、Ａ自身が高校２年生の頃に習得し、被調査者Ｂは１９９５
年頃、Ｂ自身が小学６年生の頃に習得したことを示している。また、Ｂの右隣の欄には右
向きの矢印が付いており、その右隣には「クラスで行う作業の段取りの決め方」とあり、
そのさらに右隣には「1999年頃（高１)」と記されている。これは、被調査者Ｂは、キャ
ンプで「作業の段取りの決め方（炊事)」を習得したあとで、日常生活で「学校のクラス
で行う作業の段取りの決め方」を習得したことを示し、その時期は1999年頃であること
を表している。
第４表の調査結果を第２表の枠組に当てはめると、第５～８表のようになる。第５表は、
生活の機能的領域でみたキャンプで使われる生活技術と、キャンプで使われる生活技術の
習得時期を組合せた枠組である。ここでいう習得時期はキャンプ経験年数であるが、キャ
ンプに初めて参加してから何年かという１年単位で捉えている。表中のセルには、１人あ
るいは１項目でも該当すれば○印が付けられる。第６表は、第５表を日常生活で使われる
生活技術について作成した枠組で、第５表、第６表の枠組でみれば、キャンプで使われる
生活技術のほとんどが参加者がキャンプを始めて約４年以内に習得され、日常生活で使わ
れる生活技術の習得時期は参加者のキャンプ経験約３年以降に集中している６第７表は、
表頭のキャンプで使われる生活技術の習得時期を学年で捉えたもので、第８表は、それを
日常生活で使われる生活技術にしたものである8)。
今回は３名のデータであるので、本格的な分析は今後の課題になるが、これらの枠組を

用いることで、キャンプ・日常生活で使われる生活技術の習得時期の関係は、キャンプ経
験年数や習得時の学年でみればどのようであるかを捉えることができるであろう｡その他、
例えば、キャンプで使われる生活技術の習得後、どのくらい経つと日常生活で使われる生
活技術が習得されるのかという観点を入れた枠組なども考えられる。

4．今後の課題
今後は、キャンプの継続的参加者のデータをさらに収集して分析を行いながら、今回試
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第３表キャンプで使われる生活技術
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O
O

IA1998年頃(中2)
０
０

■■■■■■-■■■■ー■■

のシェノ
■■■■ー■■■■■■｡■■

■

■
一創り
一

錘《
・一口一一一口一・一画一

ｌ
-
１

-Ｃ-Ｃ燭．雨 乱の差方 C1998f三頃(小6）

■ ■ ー ー ■ ■ ー ■ ■ ■ ■ ー ■ ■ ■ ■ - ー ■

■■■■■■ロロー■■■■■■■■■■■■■

■■ー'■■■■-■■■■■■■■■■■■-■

→

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

■■■■■■■■■■ー■■■■■■■■■■ー■

■■■■■■■■ーー■■■■■■■■-■■■

→

■■■■ー■■ーー■■■■■■■■■■-■

→

→←
■■■■■■■■--■■■■■■■■■■ー■

→

■

■

一

一

ロ

一

口

』

一

一

一

口

一

一

口

・

一

一

・

一

一

一

一

一

口

ロ

一

一

一

一

一

卓

一

一

一

口

口

一

一

一

一

一

一

画

一

一

Ｄ
０
Ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｏ

-

一

一

一

一

一

口

口

車

画

一

ロ

一

一

重

一

一

ロ

一

一

一

ロ

一

一

一

一

一

ロ

一

一

一

車

一

ロ

一

一

■

■

一
頃
一

一辨側一
一

Ｈ

且

卓

ト
Ｉ
０
０
０
９
０
０
０
ｒ

-

口

，
取
一》》方一卿挙行２ Ｂ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｉ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｕ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
ＯＤ--＝一一＝--------一一一＝炉一一一一一一一一一一！
０
０
０
０
０
０
０
８
０
U
０
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

■ ９ ＝
ロ

頃

鞠総
鵬伽
朔

１

且

一

日

且

Ｕ

且

０
０
０
０
０
０
０
ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
８
０癖趣

仕の理料の
一
の
の

一
で
で

で家
方
蒙
方
家

ロー

伽楜一
一一

０
０
０
０
０
０
０
８
Ｌ《一の一で友

方
家
腱
物(文房具など)|'999年頭
の節約の仕方Ｉ（中3）

０１口･ローロローロロ･ﾛ･･･Dーーー･ﾛ･ﾛー ｰー -ーｒー･ﾛ･ﾛロ､■｡qローーロロq■
0..------..．･･･-----．．．．．．．･卜････････-......--
０■

■■■

8９
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■ ー ー - - ●

9３

秩序の維
持の領域 ｸﾙー ﾌのﾒﾝﾊーとの交流の仕方IA'999年頃(中3)

旧1997年頃(中2)
０
０
０
０
０
０

C1998年頃(小6)

ア冗走ニヲで蕊きち泥問頚あ騨渓お-禰弱膵磧挿謝
仕 方 １０

IB1999年頃(高1)
ICl999年頃(中1)
０
０
《

B1999年頃(高1)■今■ｐ凸■■●■■ユ■■一■■凸■■凸■■■■

決め方係の

■ ■ ■ ■ ー ー

←

→

→

■■■■■■■■ー■■■■■■1■

→

→

→

部活･ｸﾗｽでの|1998年唄
交流の仕方８（中2）
新しい友達との'20帥年頃
交流の仕方
進級時の新たな

籠籍
決の仕方

り方
簡題騨

０

０

０

１
且
一
利
且

０
０
０
０
０
０
８
０
ｒ
０
０
０
０
８
０
０
０

総磯伽
ｸﾗｽでの話し合'2淵頃
いの仕方鰯繍差１２蛎軍
方 ，

■

６
-
８

９
-
９■

１００

105

生活への
意味づけ・
動機づけ
の領域

ゲーム･スタンツの仕方(キャンプ

識鑑圭
iC1998年頃(小6)
０
０

＝ ニ ９ ≦IB１９９７

而浦辱官穫箪お菜5芳Ｐー ■ ■ ー ■ ■ ー ー ■ ■ ー 一 - 一 ■ ■

■ ■ ■ ■ ■ ■ ー ー ■ ■ ■ ■ ー ー ー ー

年頃(中2）
IC1997年頃(小5)
０
０

■-

１

１

-
１
２》》一

ｌ
２

-ＢＣ
→０００１０００

碧三事=F＝自至--需一霊･･････････････････････-．．-.･･･-..--+=冒王垂雲?F二手号..雪．活 動 発 表 の 仕 方 i C 1 9 9 8 年 頃 ( 小 6 )
■■●巳●

→

■■|■■ー■■ー-■■■■■■■■■■■■■

→

■ ■ ■ ■ - ー ■ ■ ー ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ー ■ ■ ロ

→

■■ーー■■■■■■■■ｰ■■■■■■■■1■

→

学校の授業等でi2001年頃
の

ﾛ■■■■■

０

荷物の多い時のi２
運哩亙

遥毒""---i--(EM--
雄輩篁鍵篭ぴ方

校時等での自'2000年頃
襄艤墨で誠鐸頃
発表の仕方！（中3）

ー ■ ■ ー ■ ■ ■ ■

登校時等で

驍艤り方

の発表の仕方



第５表キャンプで使われる生活技術の習得時期一キャンプ経験年数の場合一

a)秩序の維持の領域
b)財･サービスの生産･分配の領域
c)財･サービスの生産･分配の領域
d)財･サービスの生産･分配の領域

第６表日常生活で使われる生活技術の習得時期一キャンプ経験年数の場合一

a)生活への意味づけ･動機づけの領域
b)生物的機能維持の領域(衣食住に関する日常的な物質的満足）
c)生物的機能維持の領域(衣食住に関する日常的な物質的満足）
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キャンプで使わ】 '1,る生活技術の習得時期(キャンプ経験年数）
1年未満筒̅̅1̅禰一

１年以上

鋪２年同 ■■

２年以上

脊舗1■■Ｉ D■■

3 年以上

鮮藩■

４年以上･-鮮霜■■■

5年以上

脊舗・■■
ﾛ‘･／

6年以上.̅筒̅1̅耐．

キ
ャ
ン
プ
で
使
わ
れ
る
生
活
技

生物的機
能維持の
領域

０

０

０

０
(衣食住に関
Iする日常的な
|物質的満足）
卜･･-......--....．･･･････････
■
■
●
■
■
■
●
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
、
■
■
■
■
■
□
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

(睡眠や排泄
など生物的動
因の解決）
Ｆ･■■D■Dーﾛ■-q■q■ー･■一口■q■'■Dﾛ■

(健康の維持）

秩序の維持の領域

○
■■■■■■ー■■■

■■■■■■-■■■

○a)
■■■■■■■■bー■■

■■■■■■ー■■■

■

■

一

一

一

一

一

ロ

一

一

口

口

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
＆
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
？
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
．

口

ロ

一

一

口

ロ

ロ

一

口

ロ

、

■

○

ー■■ー■■■■ ｡■

■■■■ー■■■■ｑ■

○

■■■■■■ ■ ロ -
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０
８
０
０○IOb)
０
０
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０
０
０
０
０
０
０
０
０
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０
０
０
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０
０
０
０
０
０
■
０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

○

■

■

一

一

一

ロ

一

一

一

一

口

ロ

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
Ｌ
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
ｒ
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
Ｄ

ｐ

ロ

一

一

一

ロ

一

口

車

。

■

■

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

○

■■■■■■■■ー●ロ

■■■■■■■■■■■

ﾛ■■■■■■■■■■■

ローー■■■■■■

０

０

０

８

０

０

０

０

０

０

０

、■■■■■■■■-ｑ

■ -■■ -■■■■ｑ

■■-■■■■■■■

■■■■■■■■●■

ylw 生活への意味づけ･動機
づけの領域 ○c) ○ ○d)

■■一■■■●■■●■■■■■凸■■●■■■■■凸■■凸■■凸■ロロ

日常生活で使われる生活技術の習得時期(キャンプ経験年数）
1年未満筒̅̅1̅写禰一

１年

潅同
久上

蝋他 ■

２年以上

脊霜4■■、 Ｄー

3年‘

蝿同
久上

蝋他
４年以上･･鮮誇●■■ ー

5年以上

脊舗ー

6年以上.̅筒̅1̅耐．

日
常
生
活
で
使
・

生物的機
能維持の
領域

(衣食住に関
する日常的な
物質的満足）
ｒ ロ ロ ｰ ● ■ - ■ ■ ー ■■ ｰ - ■ ■ ■

|(睡眠や排泄
|など生物的動
|因の解決）
０
←q■■D-q■q■q■一・■--１■Dq■-･■q■
●
８
０
■
●
Ｕ
●
０
●
日
■
ｕ
■
Ｕ
■
Ｕ
ａ
Ｏ
■
８
■

(健康の維持）
■■■■ー■■■■■ ■ ■ - ■ ■ ー ■ ■ ■

○
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Ｕ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

０
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一一ローロ
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Ｄー■■■■ - ■■■ ■■ー■■ー■■q■

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
日

○

９口一一一一

■
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
炉
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
日

ローーロー

８
０
０
０
０
０
０
０
０
０
■

一一一一一

■０００００００８００←００００００８０００■

ロ一一一一 Ｄ■■■■■■■■■■ｑ ■■■■ー■■■■■

争
れ
る
生
弄

財･サービスの生産･分配
の領域

０
０
０
０
０
０
０
０
８
０
０
-

Ｕ
Ｏ
８
０
０
０
０
０
０
０
０
-

○a) ○b)
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
-

■
■
-
２
-
日
ｐ
０
０
-
Ｕ
Ｏ
》
８
８
０
二

沽
伴蚊
術
秩序の維持の領域

生活への意味づけ･動機
づけの領域

０

０

８

０

０

８

０

０

８

０

０

■■■■■■■■■■■■ ﾛ■■■■■■■■■■■

冒■■一■ｐ｛■■■■■■■、■■《■■■■■Ｕａ

○
０
０
０
０
０
８
８
０
８
０
日

○

○

ロ

０
０
０○|Oc)
０
０
０
■
０
８
０
０
０
８
８
０
０
０
８

申●■ロ凸■■■■■ぬ■ロロ■■●■■卓■■二■■《■●『■■■

○
９
８
０
８
９
０
８
０
０
０
８

■■■■■■■■■■■ ■■■■■■■■■■



’
a)秩序の維持の領域
b)財･サービスの生産･分配の領域
c)財･サービスの生産･分配の領域
d)財･サービスの生産･分配の領域

第８表日常生活で使われる生活技術の習得時期一学年の場合一

a)生活への意味づけ･動機づけの領域
め生物的機能維持の領域(衣食住に関する日常的な物質的満足）
c)生物的機能維持の領域(衣食住に関する日常的な物質的満足）
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キャンプで使ね '1,る生活技術の習得時 期 ( 学 年 ） ’
小学5年､筒̅!̅稲． 小学6年.筒̅ !̅茄一 中学1年

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

他
中学2年.̅ FrTM '̅ 中学3年筒̅̅『耐． 高校1年

■■■■■■■■■■ｰ■■■■ー■■■

同
高校2年筒̅̅!̅茄一 高校3年筒̅̅!̅耐．

キ
ャ
ン
プ
で
使
わ
れ
る
生
活
技
術

生物的機
能維持の
領域

i(衣食住に関
Ｉする日常的な
i物質的満足）
ﾄ･･-．．．．････････-．･･･一･････“
i(睡眠や排泄
iなど生物的動
|因の解決）
Ｏ
ＰＱ■■■●■■■■■■■ﾛ■■■ﾛ■｡■ー■■■■･■ー０
０

i(健康の維持）
０
一■ロー■■■■■■■

秩序の維持の領域

生活への意味づけ･動機
づけの領域

■

■

一

ロ

一

一

，

一

ロ

一

-

０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
ｊ
０
０
０
０
０
０
０
Ｉ
０
０
０
Ｔ
０
０
０
０
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０
０
０
０
０
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一

一

○

一

一

一
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０

０

０

０

０

０

０

８

０

０
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０
Ｏ
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０
０
０
０
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己

■

ロ

グ

ク

ロ

ロ

ａ

一

一

口

一

○

一

一

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
４
０
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０
０
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０
０
Ｔ
０
０
８
０
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０
０
０
０
０
口

一

一

・
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一

一

口

ロ

ゆ

■

○
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○

車

一
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ｐ

一

一

口

ロ

ロ

-

０
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０
０
０
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０
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０
０
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０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
口

車

一

年

一

口

ロ

ロ

一

■

■

０

０

０

０

０

０

０

１

１

０

１

○

句

一

一

○

一

一
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口

一

○

一

一

ｍ

口
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０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

○
■
ロ
■
凸
■
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０
０
０
Ｉ
▲

０
０
８
０
０
０
０
８
０
０･･････････卜･･････-．
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０-ｰーーキーーーーｑ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
８
０
０
０
０
０
０
■
０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

○

■

■

一

一

口

一

一

ロ

一

-

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
Ｌ
０
０
８
０
８
０
０
０
０
０
０
ｒ
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
・

一

ロ

ロ

一

一

一

一

ロ

ロ

ロ

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

○

Ｂ■■■ - ■■ー ’

ﾛ■■■ー■■ー

b■■■■■■-口

D■■■■■■■■■

■

■

一

一

一

一

一

一

口

・

０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
４
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
？
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
．

-

一

一

ロ

一

一

一

一

ｐ

■

０

０

０

０

０

１

０

０

８

０

８

■
。
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
●
■
■
■
■
■
●
■
卓

日常生活で使われる生活技術の習得時期(学年）
小学5年､筒̅!̅禰． 小学6年､筒す茄一 中学1年.̅筒1̅茄一 中学2年.̅ gTM ､̅ 中学3年筒̅̅『輔『． 高校1年筒̅̅『̅瓶． 高校2年筒̅̅『̅瓶． 高校3年.筒̅1̅菰．

日
常
生
活
で
使
わ
れ
る
生
》

生物的機
能維持の

０
０
０
０
０
０
０

(衣食住に関
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案として提出した枠組の有効性について検討を加えていく必要があろう。またデータ収集
法にあっても、キャンプの継続的参加者がキャンプで使われる生活技術をどのように習得
しているか、さらにそれによって日常生活で使われる生活技術をどのように習得している
かを追跡的に捉える方法を検討する必要もあるが、これも今後の課題の一つである。

注記・引用文献
l)拙稿「青少年の野外教育における生活技術習得活動の分析枠組」（『日本生涯教育学会
論集』１９、pp.57-66,1998)。具体的には、食事作り、テント張り、野外炊飯のための
かまど作りなどがキャンプでいう衣食住を満足させる活動である。
2）拙稿「生活技術習得枠組による青少年の組織キャンプ分析一食事の場合一」（『日本生
涯教育学会論集』２０、pp.133-140,1999)。
3）このことについては、別の機会に改めて述べることにしたい。日常生活で使われる生
活技術を新たに習得することだけではなく、今まで使っていた生活技術を変容させたり
することなど､生活様式の変容も視野に入れておきたいが､今回はそれは取り上げない。
4）この主催事業は毎年夏季に実施されるキャンプで、継続的参加者はこれに４年連続で
参加している者としている。キャンプでは、参加者は８人前後の男女学年混合のグルー
プに分かれ、各グループに担当指導者１名が配置されている。キャンプ生活は全日テン
ト泊で、炊事はほとんどがキャンプ場に設置されたかまどを使用した裸火による野外炊
事である。キャンププログラムについては、前掲「生活技術習得枠組による青少年の組
織キャンプ分析一食事の場合一」を参照。
5）本研究では、生活技術を、生活に必要な機能的条件を遂行するための技術、行動の仕
方として捉えている。これまで、目的で述べた(1)の検討については、生活に必要な機
能的条件の考え方による生活技術習得活動の分析枠組を提出し（前掲「青少年の野外教
育における生活技術習得活動の分析枠組｣を参照､生活の必要な機能的条件については、
BennettlJohnW､&nmin,MelvinM.,SocialLife:S加伽reandFunctiOn,AlfedA.KnOpf;
NewYork,1949,pp.45-59を参照｡)、(2)の検討については、技術論の研究成果を手が
かりに生活技術遂行の分析枠組を提出した（前掲「生活技術習得枠組による青少年の組
織キャンプ分析一食事の場合一」を参照)。
6）表頭の時期について、今回は１年単位としたが、それはキャンプの実施時期が夏季に
集中しているからである。
7）日常生活で使われる生活技術の習得時期については、本来、日常生活における全ての
活動からその習得時期を探る必要があるが、今回はまずキャンプで使われる生活技術の
習得とのかかわりで取り上げることにしている。また目的でも述べたように、日常生活
で使われる生活技術の習得がキャンプで使われる生活技術の習得に影響していることも
考えられるが、影響関係までは捉えず、日常生活で使われる生活技術のうち何か使うこ
とができるようになったあとで、キャンプで使われる生活技術を習得したものがあるか
どうかで捉えている。

8）生活技術によっては、キャンプ・日常生活ともに同領域のものもあれば、他の領域に
、 、

影響し合うものもあろう。この領域のずれは注目すべき点で、今後詳細に検討する必要
があると考えられるので、表頭の各欄に「同」と「他」の２つの欄を設けている。
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